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資料３ 



 

 (項目）  ・日本食、日本産食材の海外展開の現状と今後の方向性 
  ＊海外への広報の現状と課題を含めて 

 （関連する施策）  ・日本食材の輸出促進の観点から、その識別・アピールのためのロ

 ゴマークの作成等を行うとともに、日本食・日本食材等の海外へ 
 の情報発信として、日本食PRイベントや広報活動を通じた情報 
 発信を行う「日本食・日本食材等海外発信事業」、海外日本食優 
 良店の普及を通じた情報発信を行う「海外日本食優良店調査・支 
 援事業」等の予算措置を講じて海外への広報活動を展開。 

 （経緯及び現状）  １．日本国産農林水産物・食品等の海外展開にあたり、日本産品で

 あることを識別し、その品質やおいしさをアピールすることを目 
 的として様々なロゴマークを作成・活用（平成17年「おいしい 
 ロゴ」、平成19年「和牛統一マーク」、平成20年「日本産果実マ 
 ーク」）。 
 ２．日本食・日本食材等海外発信事業のうち、WASHOKU-Try 
 Japan's Good Food 事業に関しては、平成19年度においては17 
 カ国23事業を実施。平成20年度においても、国内（北海道洞爺 
 湖サミット等）、フランス、マレーシア、英国、香港、カナダ等 
 において12事業を実施（11月18日現在）。 
 ３．また、日本食材等・日本食文化発信事業として日本食・日本食

 材等のPRイベントを平成19年度に北京、上海、香港において 
 実施。20年度も米国（LA）、フランス（パリ）等で実施する予 
 定。 
 ４．さらに、メディアを活用した海外広報として、衛星国際放送に

 よる広報番組を2月から3月にかけて8本放映するとともに、海 
 外の大手航空会社13社の機内誌に広告ページを掲載する予定。 
 ５．海外日本食レストランにおける日本食の普及を通じた日本食・

 日本食材の輸出促進を目指し、平成19年度には６都市（台北、 
 上海、バンコク、ロンドン、アムステルダム、ロサンゼルス）に、

 平成20年度にはこれまでにモスクワ、スイスに日本食レストラ 
 ン関係者のネットワークを作り、そのネットワークの活用により、

 食材の情報交換を実施。 

 （今後の方向性）  継続事業として予算要求 
 ２．～４． 
 ・日本食・日本食材等海外発信事業（２８２（３６６）百万円） 
 ５． 
 ・海外日本食優良店調査・支援事業（１７２（１８２）百万円） 
 ・海外日本食優良店普及促進事業（４５（４５）百万円） 
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農林水産物の輸出促進のためのロゴマーク農林水産物の輸出促進のためのロゴマーク

１．輸出促進ロゴマーク
【策定・公表日】
Ｈ１７年１１月

 

日
【商標権所有者】
農林水産省

【使用対象物品】
国産農林水産物・食品全般

【備考】
朱色四角中の言語は、英語
以外に中国語、タイ語など
１７パターンあり （英語版）

２．和牛統一マーク
【策定・公表日】
Ｈ１９年１２月１９日

【商標権所有者】
(社)中央畜産会

【使用対象物品】
国産和牛肉

３．日本産果実マーク
【策定・公表日】
Ｈ２０年６月１７日

【商標権所有者】
農林水産省

【使用対象物品】
日本産の果実
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 (項目）  ・地域ブランドを活かした地域づくりの現状と今後の方向性 

 （関連する施策）  ・地域の農林水産物・食品のブランド化に向けて地域が行うブラン
 ド・コンセプトの設定、マーケティング力の向上等の一貫した取 
 組を支援する「農林水産物・食品地域ブランド化支援事業」によ 
 り、真に力のある「地域ブランド」を広範に創出。 
 ・果実、水産物等の今後輸出拡大が期待される品目の輸出額につい
 て明確な目標を設定し、戦略的に輸出に取り組もうとする事業体 
 の輸出拡大プロジェクトを支援する「農林水産物等輸出促進支援 
 事業のうち農林水産物等輸出促進対策」の事業メニューの1つで 
 ある「ブランド認証」により、産地での生産、加工、出荷等に係 
 る統一的な基準を作るとともに、その基準を満たした産品につい 
 てブランド認証することにより、輸出相手国産品との差別化・高 
 付加価値化を図る。 

 （経緯及び現状）  １．農林水産省知的財産戦略本部地域ブランドワーキンググループ
 において報告書「農林水産物・食品の地域ブランド確立に向けて」
 を取りまとめ、農林水産物・食品の地域ブランドの目指すべき姿 
 と効果的なブランド化のための取組課題を提示。 
 ２．19年11月、農林水産物、食品の地域ブランド化に向けた各地 
 域の取組を効果的なものにし、全国に広げていくため、「食と農 
 林水産業の地域ブランド協議会」を設立し、地域ブランド取組主 
 体、地域ブランドアドバイザー、地方公共団体等332団体が参加 
 （20年10月現在）。 
 ３．また、地域の農林水産物、食品のブランド化について課題をか
 かえる生産者団体によるプロデューサーの招へいや市場調査、試 
 作品の開発を支援し、地域ブランドの成功例を拡大。平成20年 
 度は、23の生産者団体において事業を実施。 
 ４．さらに、「農林水産物等輸出促進支援事業のうち農林水産物等
 輸出促進対策」の平成19年度に採択された全26事業者のうち1事 
 業者が「ブランド認証」を実施し、産地表示が一見して認識でき 
 るシールを作成し、輸出する農産品に添付することにより、輸出 
 相手国において他の農産品との差別化を図る取組を実施。平成20 
 年度に採択された全44事業者のうち10事業者が「ブランド認証」 
 を実施予定。 

 （今後の方向性）  継続事業として予算要求 
 ２．３． 
 ・農林水産物・食品地域ブランド化支援事業（８８（１０８）百万
 円） 
 ４． 
 ・農林水産物等輸出促進支援事業のうち農林水産物等輸出促進対策
  （８７６（６００）百万円） 
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目
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範
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：
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蓄
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】
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Ｒ
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（ 知 名 度 、 利 益

の 向 上 ）

消 費 者

地
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成
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べ
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デ
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・
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【
概

算
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88
百
万
円
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支

援
を
実

施
○

輸
出

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

戦
略

（
み

な
ぎ
る
輸

出
活

力
誘

発
事

業
に
よ
り
策

定
さ
れ

た
、
個

々
の

先
進

的
な
取

組
に
係

る
戦

略
）

に
沿

っ
た
取

組
に
つ
い
て
は

優
先

採
択

農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
対
策

農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
対
策

輸
出
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
強
力

に
推

進

輸
出

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の

活
用

定
額

補
助

上
限

50
0万

円

・
市

場
調

査
、
消

費
者

嗜
好

調
査

・
生

鮮
食

品
の
消

費
期

限
調

査
等

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査

・
百

貨
店
で
の
試

験
的

販
売

、
フ
ェ
ア

実
施

・
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・レ

シ
ピ
等
の
作
成
、
配
布

 

等

販
売

促
進

活
動

・
関

係
者

へ
の
国

産
農

林
水

産
物

等
の

紹
介

・
現

地
関
係
取
引
先
に
対
す
る
試
食
会

・
産

地
へ

の
検
査

官
の

招
へ

い

 

等

取
引

相
手

探
し

海
外
バ
イ
ヤ
ー
の

・
産

地
へ

の
招
へ

い
・
産
地
Ｐ
Ｒ
、
ほ
場

視
察

・
産

地
で
の

商
談

会

 
（
お
い
し
く
安
全
な
日
本

産
農
林

 
水

産
物

の
生

産
状

況
等

の
Ｐ
Ｒ
）

産
地

Ｐ
Ｒ
・
ほ

場
視

察

ブ
ラ
ン
ド
認

証
の

支
援

の

 
た
め
の

・
基

準
・マ

ー
ク
の

検
討

委
員
会
の
開
催

・
認

証
基

準
の
作

成
・
認

証
マ
ー
ク
の

作
成

ブ
ラ
ン
ド
認

証
の

支
援

・
コ
ン
テ
ナ
輸

送
技

術
の

検
討

会
開
催

・
試
験
輸
送
の
実
施
、
デ
ー
タ
測

定
、
梱

包
資
材

等
の

試
作

・
技

術
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作

成

物
流
技
術
実
証

輸
出
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

輸
出
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て

想
定
さ
れ
る
人
材

○
商

社
Ｏ
Ｂ
、
輸

出
に
知

見
の
あ
る

経
営

コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

○
海

外
で
商
標
登

録
出

願
等
を
行

う
弁
理

士

 

等

補
助
率

１
／

２

輸
出

拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・
立
案
、

 
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
養
成
す

 
る
た
め
、

・
輸

出
先

駆
者
等
を
講

師
と
し
た
研

修
会

・
海

外
に
お
け
る
小

売
り
・
流

通
現

場
の

実

 
態

把
握

等輸
出

能
力

養
成
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